




は じ め に 

 

 本校は，昨年度末に平成２４年度からの１期目の指定期間を終え，今年度から平

成３３年度まで２期目の指定を受けています。２期目は『科学技術知識を基盤とし

た「知の創出」を実行できる科学技術イノベーションリーダーの育成』を研究課題

として掲げ，１期目の成果と課題を踏まえた研究の深化を目指しています。１期目

の５年間は正直なところ手探りの部分も多く，試行錯誤の繰り返しだったように感

じています。ただ，生徒の成長には確かな手応えがあり，それが研究のモチベーシ

ョンになったように思います。教員もＳＳＨの流れに習熟し，特に本校の取り組み

の中心となる「学術研究」の指導，評価等の面では，すべての教員が関わる中で，

本校なりの流れができて２期目を迎えています。２期目では「学術研究」の展開も

再検討し，平成３１年度には３年生での展開を予定しています。今年度は新しい形

での「学術研究」を１年生からスタートし，より深化した探究活動の展開を目指し

ました。 

 国際交流の部分でも新しい取り組みを行い，１２月には台湾の高校生が本校のポ

スター発表に加わるという取り組みを実施しました。外部団体の企画に関わる形で

の実施でしたが，本校生にとって大きな刺激となったように見ています。 

 １期目に引き続き２期目も，文系，理系を問わず本校普通科全員を対象にＳＳＨ

の事業を進めていきます。これからの社会を生きるものにとって文系，理系を問わ

ず科学的見方，考え方を身につけることは必要なことだという考えは引き続き大切

にしていきたいと思います。生徒が研究活動に追われている，負担が大きいという

声もありますが，自分で課題を設定し，仮説を立て，研究を深めていくという活動

は，１０年後，２０年後に必ずつながるという思いを持って，着実に取り組んでい

きます。 

 この事業の実施に当たっては文部科学省，科学技術振興機構，宮城県教育委員会

等の関係機関の皆様から多くのご支援とご配慮をいただいています。また，運営指

導委員の皆様にはたびたび学校に足を運んでいただき，熱心なご指導，ご助言をい

ただきました。この場を借りて改めて感謝申し上げます。 

 ＳＳＨに指定された平成２４年４月に本校に着任して以来，６年間にわたって校

長としてＳＳＨに関わってきました。３月末で定年退職となりますが，貴重な経験

をすることができたと感謝しております。来年度以降も多くの学校の取り組みに学

び，様々にご指導をいただきながら，より充実した研究開発を目指してまいります。

今後とも様々な機会に本校の取り組みに対して忌憚のないご意見をいただくようお

願い申し上げます。 

 

   平成３０年３月 

                                               宮城県仙台第一高等学校 

                                               校長  加 藤 順 一 
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I am a Maker - The Experience of Tessellation Art
The Observation of Taiwan’s Aging Society The Reduction of Tourists from China Learn from the Past and Prepare 

for the Future The Untold Truth of Summer Universiade-Taking Sporting Events for Example The Discussion of the 
Best Break Shots of Billiards
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“Lifetime and Velocity Measurement of Cosmic Ray Muons”  
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No      
  34% 58% 7% 0% 
  41% 41% 16% 2% 
  39% 46% 13% 1% 
  42% 49% 8% 0% 
  63% 33% 4% 0%  
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APlusPhysics: Regents Physics Essentials 

Introduction, Math Review, Defining Motion, Graphing Motion, Kinematic Equations, Free Fall, Projectile 
Motion, Newton's 1st Law, 2nd Law, 3rd law, Work, Power, Types of Energy, Conservation of Energy

Electrostatics, Current Electricity, Magnetism, Electromagnetic Waves  

“Cool 
Kitakami (English version)”
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Revised ELEMENT English Communication I
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PRO-VISION  English Communication II
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ELEMENT English Communication III
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E-Mail    ichikoh@sendai1.myswan.ne.jp 
URL      http://www.sendai1.myswan.ne.jp/ 
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